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京都大学の学問の土壌づくり（気風）を目的とする組織で活動。それが我が学問

いわゆる文系の論理展開が理解できない

自分の都合いいようにで引用している

→ データがあれば正しいとでも？

細胞レベルでの力学計算。とても斬新で立派なご研究

なぜこの研究に着手したかの理由を聞かれて、 「この世界を表現したいから」とのこと

→ アーテイス卜の爪の垢でも煎じて飲ませたい

京都市立芸術大学の院生を京都大学桂キャンパス迎えて、京大理工系院生らによる研究紹介と研究室案内

その後、広い会場で、芸大生の作品展示

→ 難しい理論や技能習得は勘違いを創発させる

自分はいかに囚われているか。思考の殻に気づくのが学問。研究とは違う。

学聞はかつて言葉 （精神）が対象。今は事実の説明。

本居宣長『いかならむ うひ山ぷみのあさごろも 浅きすそ野のしるべばかりも』

専門など、壊すものであって守るもので、はない
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